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気温や湿度が高くなり、熱中症に注意が必要な季節になりました。湿度が高いと汗

が蒸発しにくく、体に熱がこもりやすいため、熱中症になりやすくなります。まだ体が

暑さに慣れていない時期に急に暑くなったときは、さらにリスクが高まります。 

熱中症を予防するには、のどが渇く前から十分な水分補給をしておくことが大切で

す。水筒を毎日持参し、特に体育の授業や実習、部活動等の前後には、しっかり水分を

補給するようにしましょう。また、今のうちから積極的に汗をかき、体を少しずつ暑さに

慣らしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

①感染症対策 

・学校生活におけるマスクの着用は、基本的な感染対策として引き続き徹底していく必要

があります。 

・エアコン使用時にも換気を徹底する必要があります。 

※次の方法で効率よく教室の換気を行ってください。 

 

 廊下側前方の戸と、対角にある後方の窓を常時 10cm 程度開けておく。 

 ＣＯ2 モニターの数値が、1500ppm（換気の基準値）を超える場合は、さらに窓を開放する。 

 昼食時には、1000ppm を超えないように換気をする。  ※上窓を開けておくのも効果的 

   ＣＯ2 濃度 999ppm 以下    1000～1499ppm        1500ppm 以上 

 

     ランプが黄緑色（良好）  ランプが赤色（換気が必要）  赤色点滅（すぐに換気が必要！） 

 

②熱中症対策 

・体育の授業、運動部活動の活動中、登下校時（公共交通機関利用時を除く）など、特に

熱中症のリスクが高い場面では、熱中症対策を優先し、マスクを外しましょう。 

・熱中症対策のためにマスクを外したときは、できるだけ人との距離を空け、近距離での

会話を控えましょう。 

感染症対策と熱中症対策を両立させよう！ 



歯科検診が終わりました 
歯科検診の結果はどうでしたか？むし歯や歯石など治療や注意が必要な人には、学校歯科医の

佐々木先生からその場でアドバイスをしていただきました。受診が必要な人は、夏休み等を利用し

て、早めに受診しましょう。（歯科検診結果のお知らせは、後日、全員に配付します。） 

 

☆この機会に、原因となる歯垢や歯石についてしっかりとおさらいし、大切な自分の歯を守る習慣

を作りましょう。   

 

むし歯や歯周病は口の中だけの問題ではなく、糖尿病、心臓病、脳卒中など全身の様々な

病気と関連があることが分かってきました。きちんと口の中のケアを続けることは、全身の健

康維持、さらには感染症予防にも有効であると考えられています。 

 


